
報道関係各位             2019 年 9 月 19 日 

モバイルコンピューティング推進コンソーシアム(MCPC) 

量子コンピュータの産業応用実装に向けた実証実験を開始 

 

モバイルコンピューティング推進コンソーシアム(*1)（以下、MCPC）（会長：安田靖彦）は、量子アニー

リングマシンなど各種アニーリングコンピュータを適用し、複数の社会課題解決をテーマとした産業応用

実装に向けた実証実験を開始しましたことを報告します。 

１． 背景 

MCPC は、昨今の量子コンピュータ関連技術の進展を受け、2018 年５月に量子コンピュータ推進

WG を発足させました。WG では、コミュニケーションハブとして理論・コンピューティング・応用

分野を融合させる取り組みを進めており、メンバーは、国内 IT メーカ３社（株式会社日立製作所、

日本電気株式会社(NEC)、富士通株式会社）含め 36 社・団体を集め、情報交換やディスカッション

を進めてきました。その間にも、アニーリングコンピュータ技術の進化や、それを支える定式化アル

ゴリズムの蓄積・コンピューティング環境の整備が進んでおり、従来のコンピュータ方式では計算コ

ストに難題を抱えていた課題解決へ向けて、適用効果が見込めるソリューション実装の兆しが見えて

います。今般、このタイミングを逃すこと無くプロジェクトを立ち上げ、実用効果指標となる社会課

題テーマを選定し、有効性仮説の実験成果を社会へ還元することを目的とした実証実験を開始します。 

２． 実証実験プロジェクト概要 

プロジェクトは、３つの取り組みテーマを選定し、9 社（株式会社 KDDI 総合研究所、株式会社野

村総合研究所(NRI)、住友商事株式会社、株式会社 Jij、株式会社フィックスターズ、株式会社 Quemix、

株式会社日立製作所、日本電気株式会社(NEC)、富士通株式会社）のご協力を得て推進します。さら

に、定式化検討および全体監修は、WG 顧問の早稲田大学グリーン・コンピューティング・システム

研究機構の田中宗准教授が行います。各々の役割分担は、以下の通りです。 

 



（１） 取り組みテーマ（社会課題）：テーマ①株式会社 KDDI 総合研究所、テーマ②株式会社

野村総合研究所(NRI)、テーマ③住友商事株式会社 

（２） 定式化/検証：株式会社 Jij、株式会社フィックスターズ、株式会社 Quemix 

（３） 定式化検討および全体監修：早稲田大学 グリーン・コンピューティング・システム研

究機構准教授 田中宗 

（４） 検証環境および実行：株式会社日立製作所(CMOS アニーリングマシン)、日本電気株

式会社(NEC)(量子アニーリングマシン等)、富士通株式会社（デジタルアニーラ） 

３． 今後の予定 

（１） プロジェクト開始：2019 年 9 月 

（２） 実証実験完了および成果報告：2020 年 2 月末 

 

(*1)MCPC は、コア領域をモバイル、エッジ・IoT、AI、クラウドにおき、通信キャリア、IT ベンダーや関

連団体等との強固な連携により、フロンティア分野の技術普及・人材育成の活動を行っています(2019 年 9

月現在の会員会社数：189 社) 
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